
ロ

ン
ド
ン
の
漱
石
と
二
人
の
化
学
者

小
　
山
　
慶
　
太

は
じ
め
に

　
夏
目
漱
石
を
語
る
上
で
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
か
ら
二
年
間
の
英
国
留
学
は
、
重
要
な
時
期
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
中

で
も
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
学
で
の
留
学
生
活
を
終
え
、
ド
イ
ツ
か
ら
ロ
ソ
ド
ソ
に
立
ち
寄
っ
た
化
学
者
池
田
菊
苗
と
の
出
会
い
は
、
暗

澹
た
る
思
い
で
異
郷
の
日
々
を
過
し
て
い
た
漱
石
に
、
そ
の
後
の
活
路
を
見
い
出
す
き
っ
か
け
を
与
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
菊

苗
は
漱
石
よ
り
三
歳
年
長
で
、
当
時
は
東
京
大
学
助
教
授
。
帰
朝
後
間
も
な
く
教
授
に
昇
進
し
、
後
で
登
場
す
る
師
の
桜
井
錠
二
と
と

も
に
、
日
本
の
物
理
化
学
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
科
学
者
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
味
の
素
の
発
見
者
と
書
い
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
か
も

し
れ
な
い
。

　
さ
て
、
漱
石
と
菊
苗
の
交
流
は
、
菊
苗
が
ロ
ソ
ド
ソ
の
漱
石
の
下
宿
を
訪
れ
た
一
九
〇
一
年
五
月
五
日
か
ら
、
菊
苗
が
帰
国
の
途
に

着
く
同
年
八
月
三
十
日
ま
で
の
四
ケ
月
足
ら
ず
に
過
ぎ
な
い
が
、
出
会
う
早
々
互
い
に
意
気
投
合
し
、
親
交
が
急
速
に
深
ま
っ
て
い
っ
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た
様
子
が
、
漱
石
の
日
記
、
手
紙
な
ど
か
ら
う
か
が
え
る
（
五
月
五
日
か
ら
六
月
二
六
日
ま
で
は
、
二
人
は
同
宿
し
て
い
る
）
。
特
に

英
文
学
研
究
の
泥
沼
の
中
で
も
が
い
て
い
た
漱
石
に
と
っ
て
、
世
界
に
通
用
す
る
業
績
を
あ
げ
つ
つ
あ
っ
た
化
学
者
菊
苗
の
存
在
は
、

眩
し
い
ほ
ど
に
映
り
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
掴
み
所
の
な
い
文
学
に
比
べ
、
厳
密
、
明
晰
な
自
然
科
学
の
世
界
に
、
漱
石
は
大
き
な

関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
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池
田
菊
苗
君
が
手
薄
か
ら
来
て
、
自
分
の
下
宿
へ
留
っ
た
。
池
田
君
は
理
学
者
だ
け
れ
ど
も
、
話
し
て
見
る
と
偉
い
哲
学
者
で
あ

っ
た
に
は
驚
ろ
い
た
。
大
分
議
論
を
や
っ
て
大
分
や
ら
れ
た
事
を
今
に
記
憶
し
て
み
る
。
倫
敦
で
池
田
君
に
逢
っ
た
の
は
、
自
分
に

は
大
変
な
利
益
で
あ
っ
た
。
御
蔭
で
幽
霊
の
様
な
文
学
を
や
め
て
、
も
っ
と
組
織
だ
つ
た
ど
っ
し
り
し
た
研
究
を
や
ら
う
と
思
ひ
始

め
た
。

　
こ
れ
は
、
六
年
後
の
明
治
四
一
年
に
発
表
さ
れ
た
『
処
女
作
追
懐
談
』
の
一
節
で
あ
る
。
「
組
織
だ
っ
た
ど
っ
し
り
し
た
研
究
」
が
、

や
が
て
『
文
学
論
』
に
結
実
し
た
こ
と
も
、
よ
く
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
菊
苗
と
の
邊
遁
は
、
漱
石
の
生
涯
で
重
大
な
転
換
期
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
留
学
前
に
面
識
の
な
か
っ
た
二
人
を
ロ

ソ
ド
ソ
で
引
ぎ
合
わ
せ
た
の
は
誰
な
の
か
が
、
よ
く
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
説
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
が
、
菊
苗
の
恩
師
桜
井
錠
二
（
東
大
化
学
科
教
授
）
の
兄
弟
記
が
、
留
学
前
漱
石
の
勤
務
し
て
い
た
熊
本
五
高
の
校
長
で
あ
り
、
さ

ら
に
桜
井
の
妹
が
菊
苗
の
妻
で
あ
る
と
い
う
つ
な
が
り
が
、
二
人
用
出
会
い
を
生
ん
だ
と
す
る
考
え
が
、
も
っ
と
も
自
然
な
よ
う
に
思

え
る
（
林
太
郎
「
池
田
菊
苗
先
生
の
講
義
」
、
『
化
学
史
研
究
』
1
3
号
）
。



　
と
こ
ろ
で
、
漱
石
と
菊
苗
が
肝
胆
相
照
ら
し
て
い
た
時
期
と
重
な
る
よ
う
に
し
て
、
他
な
ら
ぬ
桜
井
錠
二
自
身
が
ロ
ソ
ド
ソ
に
滞
在

し
、
菊
苗
と
も
一
時
を
過
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
資
料
が
存
在
す
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
時
期
を
同
じ
く
し
て
自
分
自
身
渡
英
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
桜
井
が
兄
の
房
記
を
通
し
て
、
菊
苗
と
漱
石
の
仲
介
役
を
つ
と
め
た
可
能
性
は
さ
ら
に
高
く
な
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
二
人
の
出
会
い
の
ぎ
つ
か
け
を
推
し
量
か
る
意
味
を
含
め
、
ロ
ソ
ド
ソ
に
お
け
る
漱
石
と
二
人
の
化
学
者

の
行
動
を
、
こ
の
資
料
を
通
し
て
追
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

化
学
者
桜
井
錠
二

ロソドソの漱石と二人の化学者

　
資
料
と
い
う
の
は
、
　
『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
明
治
三
五
年
五
月
号
よ
り
十
月
号
ま
で
の
六
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
、
桜
井
錠
二
の

「
欧
米
巡
回
雑
記
」
と
題
す
る
一
文
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
桜
井
は
約
十
ケ
月
の
旅
程
で
、
欧
米
の
教
育
機
関
視
察
と
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
創
立
四
五
〇
周
年
祝
賀
式
典
参
列
の
た
め
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
五
月
三
日
、
エ
ソ
プ
レ
ス
・
オ

ブ
・
イ
ソ
デ
ィ
ア
号
に
乗
り
、
横
浜
を
出
発
し
た
。

　
こ
こ
で
、
掲
載
誌
の
紹
介
を
し
て
お
く
と
、
『
東
洋
学
芸
雑
誌
』
は
、
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
か
ら
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年

ま
で
刊
行
さ
れ
た
一
種
の
啓
蒙
誌
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
を
目
標
に
創
刊
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
内
容
は
自
然

科
学
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
文
芸
や
社
会
科
学
に
関
す
る
テ
ー
マ
も
扱
わ
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
当
時
は
ま
だ
、
科
学
者
が
啓
蒙
雑

誌
に
詳
し
い
海
外
旅
行
記
を
発
表
す
る
こ
と
は
、
珍
ら
し
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
意
味
で
も
、
　
「
欧
米
巡
回
雑
記
」
は
な
か
な
か

貴
重
な
記
録
と
い
え
る
。
事
実
、
読
ん
で
い
る
と
、
明
治
期
に
お
け
る
国
際
社
会
の
中
で
の
日
本
の
状
況
や
日
本
人
の
姿
が
、
随
所
に
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映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
若
い
頃
、
ロ
ソ
ド
ソ
で
化
学
を
学
ん
だ
桜
井
に
と
っ
て
、
恩
師
や
旧
友
と
再
会
す
る
セ
ン
チ
メ
ソ
タ
ル

ジ
ャ
ー
ニ
ー
的
な
色
彩
も
一
部
に
読
み
と
ら
れ
、
興
味
深
か
い
作
品
に
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
資
料
の
紹
介
に
入
る
前
に
、
こ
こ
で
桜
井
の
人
物
像
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
方
が
、
後
の
話
が
理
解
し
ゃ
す
い
か
も

し
れ
な
い
。

　
桜
井
錠
二
は
、
一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
八
月
十
八
日
置
金
沢
藩
士
桜
井
二
太
郎
の
六
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
五
歳
の
時
父
を
失
う

と
い
う
不
幸
に
襲
わ
れ
、
幕
末
か
ら
明
治
へ
と
移
り
変
わ
る
不
安
定
な
世
相
の
中
で
、
一
家
は
苦
労
を
重
ね
る
が
、
教
育
を
重
視
し
た

母
親
の
勧
め
に
よ
り
、
十
一
歳
で
金
沢
の
致
遠
館
と
い
う
英
語
学
校
に
入
学
、
さ
ら
に
七
尾
に
設
立
さ
れ
た
語
学
所
で
イ
ギ
リ
ス
人
に

学
ぶ
機
会
を
得
た
。
早
い
時
期
か
ら
英
語
に
接
す
る
境
遇
に
恵
ま
れ
た
こ
と
は
、
後
に
化
学
者
と
し
て
、
国
際
舞
台
で
活
躍
す
る
大
き

な
力
と
な
っ
た
。

　
つ
づ
い
て
明
治
四
年
、
十
三
歳
の
折
に
上
京
、
大
学
南
校
に
入
学
し
た
。
桜
井
が
在
学
中
に
大
学
南
校
は
開
成
学
校
と
改
称
さ
れ
た

が
、
明
治
九
年
、
開
成
学
校
第
二
回
留
学
生
と
し
て
、
ロ
ソ
ド
ソ
大
学
の
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
に
派
遣
さ
れ
、
ウ
ィ
リ
ア

ム
ソ
ソ
の
も
と
で
化
学
を
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
桜
井
、
十
八
歳
の
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

　
指
導
教
授
と
な
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ソ
は
、
一
八
二
四
年
生
ま
れ
と
い
う
か
ら
、
当
時
五
二
歳
、
エ
ー
テ
ル
合
成
反
応
機
構
の
研
究

で
化
学
史
に
名
前
を
残
し
た
人
で
あ
る
。
加
え
て
、
日
本
と
の
か
か
わ
り
が
深
か
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
幕
末
に
、
伊
藤
博

文
、
井
上
馨
、
山
尾
庸
三
ら
五
人
の
長
州
藩
士
が
密
出
国
、
ロ
ソ
ド
ソ
に
到
着
し
た
が
、
彼
ら
の
面
倒
を
み
た
の
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ソ

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
、
多
く
の
日
本
人
留
学
生
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ソ
の
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
初
期
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら

来
日
し
た
お
雇
い
外
国
人
教
師
の
中
に
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ソ
の
推
薦
に
よ
る
者
も
何
人
か
含
ま
れ
て
い
た
。
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ロンドンの漱石と二人の化学者

　
さ
て
、
話
を
桜
井
の
留
学
に
戻
す
と
、
彼
は
滞
英
中
、
早
く
も
有
機
水
銀
化
合
物
の
研
究
で
『
ロ
ソ
ド
ソ
化
学
会
誌
』
に
論
文
を
発

表
、
化
学
者
と
し
て
世
界
の
檜
舞
台
に
デ
ヴ
ュ
ー
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
八
七
九
年
に
は
ロ
ソ
ド
ソ
化
学
会
の
終
身
会
員
に
選
ば
れ

る
と
い
う
栄
誉
を
得
、
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
、
五
年
間
の
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
た
。
帰
国
と
同
時
に
東
大
講
師
と
な
り
、
そ

の
翌
年
に
は
教
授
に
就
任
し
て
い
る
。
二
四
歳
の
少
壮
教
授
誕
生
で
あ
る
。
こ
の
年
齢
に
し
て
、
こ
れ
だ
け
の
地
位
を
収
め
、
そ
の
重

責
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
本
人
の
資
質
と
努
力
に
依
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
言
を
待
た
な
い
。
し
か
し
、
同
時
に
そ
こ
に

は
、
時
代
と
い
う
も
の
が
生
み
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
感
じ
ら
れ
る
。
明
治
日
本
と
い
う
若
い
国
家
の
存
立
が
、
た
と
え
ば
桜
井
と
い
う

特
定
の
個
人
の
肩
に
、
そ
の
ま
ま
の
し
か
か
っ
て
い
た
時
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
帰
国
後
の
研
究
業
績
と
し
て
は
、
弟
子
の
池
田
菊
苗
と
協
力
し
て
、
分
子
量
測
定
に
用
い
る
「
桜
井
－
池
田
沸
点
測
定
法
」
の
考
案

な
ど
が
有
名
で
あ
る
が
、
桜
井
の
功
績
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
化
学
研
究
の
面
よ
り
も
、
理
科
教
育
や
科
学
振
興
な
ど
の
行
政
面

に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
。
当
時
の
日
本
は
、
ま
ず
教
育
と
硬
究
の
確
固
と
し
た
体
制
づ
く
り
が
先
決
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
理
科

教
育
に
関
し
て
は
、
　
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
発
表
し
た
「
化
学
教
育
上
の
意
見
」
、
　
一
八
九
九
（
明
治
三
二
）
年
の
「
国
家
と

理
学
」
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
科
学
振
興
の
面
に
お
い
て
は
、
基
礎
科
学
研
究
の
重
要
性
を
訴
え
、
理
化
学
研
究
所
の
設
立
に
尽
力
、
そ
の
初
代
副
所
長
に
就
任
し

た
こ
と
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
（
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
）
。
ま
た
、
学
術
研
究
会
議
、
日
本
学
術
振
興
会
の
創
設
に
も
与
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
活
動
は
国
内
に
止
ま
ら
ず
、
留
学
の
実
績
と
顔
の
広
さ
を
活
か
し
、
多
く
の
科
学
の
国
際
会
議
に
も
日
本
を
代
表
し
て
参

加
し
て
い
る
。
　
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
に
は
、
東
京
で
第
三
回
向
太
平
洋
学
術
会
議
を
主
宰
し
た
。
こ
の
よ
う
な
教
育
、
科
学
行

政
に
果
た
し
た
貢
献
に
よ
り
、
桜
井
は
帝
国
学
士
院
長
、
日
本
化
学
会
会
長
、
貴
族
院
議
員
な
ど
数
々
の
名
誉
を
得
、
一
九
三
九
（
昭
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和
十
四
）
年
、
八
一
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
以
上
が
駆
け
足
で
眺
め
た
桜
井
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
あ
る
。
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「
欧
米
巡
回
雑
記
」

　
そ
れ
で
は
こ
の
辺
で
、
桜
井
の
「
欧
米
巡
回
雑
記
」
に
目
を
転
ず
る
こ
と
に
し
よ
う
。
な
お
、
こ
こ
で
は
漱
石
に
関
係
し
そ
う
な
箇

所
だ
け
を
選
ん
で
話
を
進
め
る
が
、
桜
井
の
詳
し
い
欧
米
で
の
足
取
り
は
、
参
考
の
た
め
後
ろ
の
表
一
に
ま
と
め
て
あ
る
。

　
さ
て
、
さ
き
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
〇
一
年
五
月
三
日
横
浜
を
出
発
し
た
桜
井
は
、
約
二
週
間
北
米
大
陸
に
滞
在
し
た
後
、
六

月
六
日
の
早
朝
リ
．
ハ
。
フ
ー
ル
に
入
港
、
そ
の
ま
ま
列
車
で
ロ
ソ
ド
ソ
に
到
着
し
て
い
る
。
そ
の
時
の
心
境
を
、
桜
井
は
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

　
倫
敦
は
元
と
余
の
明
治
九
年
よ
り
十
四
年
ま
で
五
年
間
留
学
せ
し
地
に
し
て
、
恩
恵
を
受
け
た
る
旧
師
井
に
親
交
あ
る
同
窓
其
他

の
知
友
多
く
、
王
地
及
び
其
附
近
に
在
り
て
恰
も
第
二
豊
郷
の
様
に
思
い
居
た
る
歪
な
る
が
、
市
中
の
模
様
等
二
十
年
以
前
と
殆
ど

変
り
な
き
を
見
る
に
つ
け
、
学
生
時
代
の
昔
日
を
思
ひ
出
し
て
愉
快
さ
限
り
な
か
り
き
。

　
他
人
ご
と
な
が
ら
、
二
十
年
振
り
に
、
青
春
時
代
を
過
し
た
思
い
出
の
地
を
訪
れ
た
と
き
、
桜
井
の
胸
に
込
み
上
げ
る
懐
し
さ
は
如

何
許
り
で
あ
っ
た
か
と
思
う
。
特
に
、
短
時
間
で
手
軽
る
に
海
外
へ
出
掛
け
ら
れ
る
現
代
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
明
治
と
い
う
時
代

に
あ
っ
て
、
そ
の
思
い
は
な
お
さ
ら
で
あ
っ
た
ろ
う
。



　
こ
の
と
き
、
菊
苗
の
方
は
、
丁
度
一
ケ
月
前
か
ら
漱
石
と
同
じ
下
宿
で
、
ロ
ソ
ド
ソ
の
生
活
を
始
め
て
い
た
。

解
け
た
交
流
振
り
は
、
六
月
十
九
日
、
ベ
ル
リ
ン
の
藤
代
禎
輔
に
宛
て
た
漱
石
の
手
紙
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。

当
時
の
二
人
の
打
ち

　
目
下
は
池
田
氏
と
同
宿
だ
。
同
氏
は
頗
る
博
学
な
色
々
の
事
に
興
味
を
有
し
て
居
る
人
だ
。
且
つ
頗
る
見
識
の
あ
る
立
派
な
品
性

を
有
し
て
居
る
人
物
だ
。
然
し
、
始
終
話
し
徹
り
し
て
勉
強
を
し
な
い
か
ら
い
け
な
い
。
近
い
内
に
同
氏
は
宿
を
替
る
。
僕
も
替

る
。

ロンドンの漱石と二人の化学者

　
夜
を
徹
し
て
話
し
込
む
二
人
の
姿
と
、
菊
苗
に
対
す
る
漱
石
の
心
酔
振
り
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
折
、
菊
苗

の
口
か
ら
、
師
桜
井
の
ロ
ソ
ド
ソ
到
着
が
話
題
に
の
ぼ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
一
方
、
桜
井
は
六
月
六
日
の
到
着
早
々
、
忙
し
い
思
い
で
滞
英
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
ま
ず
、
そ
の
日
の
う
ち
に
公
使
館
に
出

向
ぎ
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
の
ケ
ル
ヴ
ィ
ソ
に
日
本
政
府
が
贈
る
こ
と
に
な
っ
た
勲
章
（
瑞
宝
一
等
）
を
、
林
董
公
使
に
届
け
て
い
る
。

ケ
ル
ヴ
ィ
ソ
は
、
絶
対
温
度
の
単
位
〔
K
〕
に
名
前
を
残
し
た
十
九
世
紀
を
代
表
す
る
物
理
学
者
で
、
一
八
九
〇
年
に
王
立
協
会
会
長
、

一
九
〇
四
年
に
は
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
学
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
た
イ
ギ
リ
ス
科
学
界
の
重
鎮
で
あ
る
。
ま
た
、
桜
井
の
師
ウ
ィ
リ
ア

ム
ソ
ソ
と
同
様
、
多
く
の
日
本
人
留
学
生
を
指
導
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
桜
井
と
同
世
代
の
物
理
学
者
田
中
館

愛
橘
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
出
身
の
科
学
者
、
技
術
者
を
日
本
へ
紹
介
、
明
治
前
半
の
我
が
国
の
教
育

振
興
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
今
回
の
叙
勲
は
、
ケ
ル
ヴ
ィ
ソ
の
こ
の
よ
う
な
日
本
に
対
す
る
功
績
が
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

同
時
に
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
の
創
立
四
五
〇
周
年
に
花
を
添
え
よ
う
と
し
た
日
本
政
府
の
思
い
も
籠
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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と
こ
ろ
で
、
ケ
ル
ヴ
ィ
ソ
に
贈
呈
す
る
勲
章
を
無
事
送
達
し
た
桜
井
は
、
逆
に
公
使
館
気
付
で
届
け
ら
れ
た
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
か
ら

の
書
状
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
同
大
学
の
記
念
式
典
に
際
し
、
桜
井
に
法
学
博
士
の
名
誉
学
位
を
授
与
す
る
旨
の
通
知

で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
の
驚
き
を
、
桜
井
は
「
欧
米
巡
回
雑
記
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。

78

　
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
よ
り
の
通
知
書
に
対
し
て
も
、
余
の
驚
愕
亦
た
一
方
な
ら
ざ
り
し
な
り
。
蓋
し
法
学
博
士
の
名
誉
学
位
（
ピ
ピ
「

∪
・
）
は
、
極
め
て
貴
重
な
る
も
の
に
し
て
、
欧
米
諸
国
に
於
て
も
、
之
を
濡
せ
る
も
の
は
有
数
の
大
家
に
限
ら
れ
、
余
の
如
き
浅
学

者
の
夢
に
だ
も
其
授
与
を
望
む
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
れ
ば
な
り
。
故
に
、
余
如
何
に
鉄
面
皮
な
り
と
い
へ
ど
も
、
之
を
甘
受
す
べ
か

ら
ざ
る
を
知
り
、
直
ち
に
辞
退
の
書
面
を
認
め
ん
と
せ
り
。
併
し
な
が
ら
、
再
三
熟
考
せ
し
に
、
此
の
学
位
授
与
は
余
の
為
に
あ
ら

ず
し
て
、
余
の
代
表
せ
る
我
東
京
帝
国
大
学
の
為
に
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
が
好
意
を
表
せ
る
も
の
な
る
を
思
ひ
、
其
の
栄
誉
は
余
に

属
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
我
大
学
否
我
帝
国
に
属
す
る
も
の
な
る
べ
き
を
悟
り
、
遂
に
意
を
下
し
て
、
之
を
至
る
こ
と
と
な

し
。

　
さ
き
ほ
ど
触
れ
た
よ
う
に
、
桜
井
は
生
涯
を
通
じ
内
外
か
ら
数
々
の
名
誉
を
得
た
が
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
の
名
誉
学
位
も
そ
の
ひ
と

つ
に
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
右
に
引
用
し
た
桜
井
の
筆
遣
、
現
代
の
我
々
か
ら
見
る
と
、
な
ん
と
も
奥
ゆ
か
し
い
と
い
う

か
、
頬
笑
ま
し
さ
さ
え
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
が
、
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
名
誉
学
位
の
授
与
式
は
六
月
十
三
日
、
グ
ラ
ス
ゴ

ー
大
学
の
記
念
式
典
二
日
目
に
行
わ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
物
理
学
者
J
・
J
・
ト
ム
ソ
ン
（
電
子
の
発
見
者
、
一
九
〇
六
年
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
受
賞
）
、
ド
イ
ツ
の
物
理
学
者
ク
ヴ
ィ
ソ
ケ
な
ど
一
流
の
科
学
者
も
、
学
位
受
領
者
の
中
に
名
前
を
連
ね
て
い
た
。



　
さ
て
、
戸
ソ
ド
ソ
に
到
着
し
た
翌
六
月
七
日
、
桜
井
は
、
ロ
ソ
ド
ソ
郊
外
の
へ
ー
ズ
ル
メ
ー
ヤ
に
、
留
学
時
代
の
恩
師
ウ
ィ
リ
ア

ム
ソ
ソ
を
訪
れ
て
い
る
。
七
七
歳
の
高
齢
に
達
し
た
師
と
の
、
二
十
年
振
り
の
再
会
の
模
様
は
、
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

　
〔
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ソ
〕
博
士
は
夫
人
に
扶
け
ら
れ
て
、
態
々
余
を
玄
関
ま
で
迎
ひ
出
で
ら
れ
た
り
。
親
の
如
き
恩
師
と
其
の
夫
人

と
に
、
二
十
年
の
久
振
り
に
て
再
会
せ
し
其
時
の
余
の
嬉
し
さ
懐
し
さ
禁
ぜ
ん
と
欲
す
る
も
能
は
ざ
り
し
な
り
。
博
士
も
亦
両
眼
を

湿
は
せ
つ
、
余
を
抱
き
寄
せ
て
接
吻
せ
ん
計
り
に
喜
ば
れ
、
其
情
愛
の
濃
か
な
る
こ
と
親
子
の
間
も
、
重
な
ら
ざ
る
程
に
感
ぜ
り
。

ロソドソの漱石と二人の化学者

　
大
任
を
担
な
い
、
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
追
わ
れ
る
こ
の
旅
行
に
お
い
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ソ
夫
妻
訪
問
は
、
桜
井
に
と
っ
て
最
も

心
休
ま
る
楽
し
い
一
時
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
れ
だ
け
に
、
か
つ
て
幸
わ
せ
な
実
り
あ
る
留
学
生
活
を
享
受
し
た
こ
と

が
、
右
の
一
文
や
さ
き
ほ
ど
引
用
し
た
ロ
ソ
ド
ソ
再
訪
の
印
象
を
綴
っ
た
一
節
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
ど
ち
ら
が
平
均
的
か
と
い
う
議

論
は
と
も
か
く
、
『
文
学
論
』
の
序
文
に
「
倫
敦
に
住
み
暮
し
た
る
二
年
は
尤
も
不
愉
快
の
二
年
な
り
」
と
書
ぎ
記
し
た
漱
石
と
、
戸

ソ
ド
ソ
を
第
二
の
故
郷
と
懐
し
む
桜
井
の
心
境
は
、
あ
ま
り
に
対
照
的
で
あ
る
。

　
さ
て
、
桜
井
は
準
備
を
整
え
、
六
月
十
日
、
ロ
ソ
ド
ソ
を
発
っ
て
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
到
着
し
た
。
今
回
の
渡
航
の
主
目
的
で
あ
る
グ
ラ

ス
ゴ
ー
大
学
創
立
四
五
〇
周
年
記
念
祝
賀
式
（
六
月
十
二
日
～
十
五
日
）
出
席
の
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
同
地
で
の
止
宿
先
は
、
一
八

七
三
（
明
治
六
）
年
か
ら
八
二
（
明
治
十
五
）
年
ま
で
工
部
大
学
校
の
初
代
都
倹
（
校
長
）
を
つ
と
め
、
日
本
の
工
学
教
育
の
礎
石
を

築
い
た
ダ
イ
ヤ
ー
の
自
宅
で
あ
っ
た
。
式
典
終
了
後
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
、
ダ
ソ
ジ
ー
を
ま
わ
り
、
桜
井
が
ロ
ソ
ド
ソ
に
帰
着
し
た
の
は
、

六
月
二
十
日
で
あ
っ
た
。
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こ
の
日
か
ら
大
陸
旅
行
に
出
発
す
る
八
月
十
二
日
ま
で
の
約
一
ヶ
月
半
、
桜
井
は
ロ
ソ
ド
ソ
を
根
拠
地
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な

る
。
菊
苗
と
行
動
を
と
も
に
し
た
の
も
、
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
様
子
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
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倫
敦
の
デ
ィ
ヴ
ィ
・
フ
ァ
ラ
デ
イ
研
究
場
は
、
専
ら
物
理
学
及
化
学
上
の
事
項
を
研
究
ぜ
ん
と
す
る
も
の
に
便
宜
を
与
え
、
以
て

之
を
奨
励
し
、
斯
学
の
発
達
を
図
ら
ん
が
為
め
に
、
モ
ソ
ド
氏
私
財
を
投
じ
て
之
を
設
立
ぜ
し
も
の
に
し
て
、
織
れ
に
入
ら
ん
と
欲

す
る
者
は
、
国
籍
の
如
何
に
係
る
こ
と
な
き
も
、
既
に
充
分
の
学
力
を
有
し
学
術
研
究
を
遂
行
し
得
べ
き
も
の
に
限
ら
れ
た
る
こ
と

な
る
が
、
別
に
入
場
料
の
如
ぎ
も
の
を
徴
す
る
こ
と
な
き
の
み
な
ら
ず
、
設
備
も
充
分
に
し
て
、
器
械
等
は
自
由
に
之
を
使
用
す
る

を
得
て
重
宝
な
る
こ
と
此
上
な
し
。
理
学
士
池
田
菊
苗
氏
は
先
に
ラ
イ
プ
チ
ヒ
を
去
り
て
当
地
に
来
り
、
同
場
に
重
て
研
究
中
な
り

し
が
、
余
は
同
氏
及
び
場
長
ス
コ
ッ
ト
博
士
の
案
内
に
て
、
一
日
之
を
参
観
せ
り
。

　
又
、
一
日
余
は
池
田
上
と
共
に
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
に
旅
行
し
、
新
大
学
に
其
総
長
た
る
旧
師
戸
ッ
ヂ
博
士
と
フ
ラ
ン
ク
ラ
ン
ド
教
授

と
を
訪
ね
、
之
を
参
観
せ
し
が
、
大
学
の
新
設
な
る
と
夏
期
休
業
に
際
せ
し
と
に
よ
り
、
余
り
見
る
べ
き
も
の
な
か
り
し
は
遺
憾
の

至
り
な
り
。
（
傍
点
引
用
者
）

　
デ
ー
ヴ
ィ
ー
・
フ
ァ
ラ
デ
ー
研
究
所
と
い
う
の
は
、
桜
井
の
紹
介
に
も
あ
る
よ
う
に
、
個
人
の
寄
附
に
よ
っ
て
一
八
九
六
年
王
立
研

究
所
の
中
に
設
置
さ
れ
た
実
験
施
設
で
、
研
究
者
に
広
く
開
放
さ
れ
て
い
た
。
菊
苗
は
戸
ソ
ド
ソ
滞
在
中
、
こ
こ
で
化
学
の
研
究
を
行

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
漱
石
も
菊
苗
と
連
れ
立
っ
て
、
こ
の
王
立
研
究
所
を
訪
れ
た
こ
と
を
、
五
月
六
日
の
日
記
に
書
ぎ
残
し

て
い
る
。
こ
の
日
は
菊
苗
が
ロ
ソ
ド
ソ
に
到
着
し
た
翌
日
で
あ
る
か
ら
、
地
理
不
案
内
の
菊
苗
の
た
め
に
、
漱
石
が
同
行
し
た
の
で
あ



ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
桜
井
は
菊
苗
と
会
っ
た
正
確
な
日
付
を
書
い
て
は
い
な
い
が
、
さ
き
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
が
六
月
下
旬
か
ら
八

刀
上
旬
の
間
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
　
こ
の
と
き
菊
苗
は
下
宿
を
移
っ
て
い
た
も
の
の
（
六
月
二
六
日
）
、
カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
館

見
学
（
八
刀
三
日
）
な
ど
を
含
め
、
相
変
ら
ず
漱
石
と
菊
苗
の
間
に
は
、
頻
繁
な
往
来
が
続
い
て
い
た
。
ま
た
、
桜
井
滞
英
中
に
、
漱

石
は
桜
井
の
兄
房
記
と
も
何
回
か
手
紙
の
遣
り
取
り
を
行
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
桜
井
は
八
月
十
二
日
、
ロ
ン
ド
ン
を
後
に
大
陸
へ
と
出
掛
け
て
行
っ
た
。
一
方
、
菊
苗
は
八
月
三
十
日
、
漱
石
に
多
大
な
知

的
興
奮
を
与
え
て
帰
国
の
途
に
着
い
た
。
こ
の
日
の
漱
石
の
日
記
に
は
、
「
≧
9
【
け
U
o
o
鼠
戸
テ
ω
毛
①
①
r
池
田
、
呉
三
氏
ヲ
送
ル
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
余
韻
覚
め
や
ら
ぬ
九
月
十
二
日
、
漱
石
は
寺
田
寅
彦
に
宛
て
か
な
り
長
文
の
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
次
に
紹

介
す
る
の
は
、
そ
の
一
節
で
あ
る
。

ロンドγの漱石と二人の化学者

　
学
問
を
や
る
な
ら
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
の
も
の
に
限
り
候
。
英
文
学
な
ん
か
は
橡
の
下
の
力
持
。
日
本
へ
帰
っ
て
も
英
吉
利
に
居
っ

て
も
、
あ
た
ま
の
上
が
る
瀬
は
無
縛
首
。
小
生
の
様
な
一
寸
生
意
気
に
な
り
た
が
る
も
の
ユ
見
せ
し
め
に
は
、
よ
き
修
業
に
候
。
君

な
ん
か
は
大
に
専
門
の
物
理
学
で
し
っ
か
り
や
り
給
へ
。
本
日
の
新
聞
で
℃
3
h
・
図
9
幕
『
の
切
「
三
ω
プ
〉
ω
。
。
8
巨
ざ
づ
で
や
っ
た

＞
8
∋
凶
。
↓
げ
o
o
曼
に
関
す
る
演
説
を
読
ん
だ
。
大
に
面
白
い
。
僕
も
何
か
科
学
が
や
り
度
な
っ
た
。
此
手
紙
が
つ
く
時
分
に
は
、

君
も
此
演
説
を
読
だ
ら
う
。

　
つ
い
此
間
、
池
田
菊
苗
氏
（
化
学
者
）
が
帰
国
し
た
。
同
氏
と
は
暫
く
倫
敦
で
同
居
し
て
居
っ
た
。
色
々
話
を
し
た
が
、
頗
る
立

派
な
学
者
だ
。
化
学
者
と
し
て
同
氏
の
造
詣
は
僕
に
は
分
ら
な
い
が
、
大
な
る
頭
の
学
者
で
あ
る
と
い
ふ
事
は
憐
か
で
あ
る
。
同
氏
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は
僕
の
友
人
の
中
で
、
尊
敬
す
べ
き
人
の
一
人
と
思
ふ
。
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引
用
が
少
し
長
く
な
っ
た
が
、
菊
苗
と
の
交
流
を
通
し
、
漱
石
の
科
学
へ
の
関
心
が
多
い
に
触
発
さ
れ
た
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
も
う

か
が
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
手
紙
の
中
に
、
漱
石
、
菊
苗
、
桜
井
の
接
点
を
探
る
ひ
と
つ
の
手
掛
か
り
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
漱
石
が

面
白
い
と
書
い
た
「
英
国
科
学
振
興
協
会
（
］
り
7
Φ
　
切
「
一
け
一
ω
げ
　
》
ω
ω
O
O
一
㊤
け
一
〇
昌
　
h
O
H
　
け
げ
O
　
諺
◎
＜
”
昌
O
Φ
円
P
O
口
一
　
〇
h
　
ω
O
一
①
】
P
O
Φ
）
の
り
ュ
ッ
カ

ー
教
授
（
勺
同
O
h
。
切
O
O
吋
O
同
）
の
講
演
」
で
あ
る
。
こ
の
協
会
は
、
科
学
の
振
興
と
普
及
を
目
的
と
し
て
一
八
三
一
年
に
設
立
さ
れ
、
毎

年
一
回
年
次
大
会
を
開
い
て
い
た
。
一
九
〇
一
年
は
九
月
十
一
日
よ
り
十
八
日
ま
で
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
大
会
が
催
さ
れ
て
い
る
。
寅
彦

宛
の
漱
石
の
手
紙
は
、
そ
の
記
事
を
読
ん
で
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
大
陸
旅
行
を
終
え
て
九
月
上
旬
再
び
ロ
ソ
ド
ソ
に
戻
っ
て
来
た
桜
井
は
、
同
協
会
か
ら
の
招
き
を
受
け
て
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
大

会
に
参
加
し
、
請
わ
れ
て
自
ら
も
「
化
学
教
育
上
の
意
見
一
二
（
ω
O
H
P
O
　
剛
O
一
口
一
ω
　
一
昌
　
O
げ
O
ヨ
一
〇
9
一
　
国
U
q
二
〇
㊤
一
一
〇
旨
）
」
と
題
す
る
講
演
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
漱
石
が
関
心
を
示
し
た
り
ユ
ッ
カ
ー
の
原
子
論
（
》
一
〇
ヨ
圃
O
　
日
リ
ゲ
①
O
『
団
）
に
関
す
る
講
演
を
、
「
欧
米
巡
回
雑

記
」
の
中
で
、

　
ル
ッ
下
弓
教
授
は
有
名
な
る
物
理
学
者
に
し
て
、

し
。
殊
に
原
子
説
の
確
実
な
る
を
論
ぜ
る
も
の
。

初
日
の
総
会
に
於
け
る
夫
の
演
説
は
、
理
化
学
の
根
本
的
理
論
に
説
き
及
ぼ

と
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
講
演
の
詳
し
い
内
容
は
別
の
と
こ
ろ
で
論
じ
た
の
で
（
「
漱
石
と
原
子
論
」
、
『
科
学
と
実
験
』
一
九
八
三
年
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十
月
号
）
、
繰
り
返
し
は
避
け
る
が
、
当
時
は
、
科
学
の
歴
史
に
お
い
て
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
一
九
世

紀
末
、
X
線
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
放
射
線
、
電
子
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
と
し
て
、
物
理
学
者
の
関
心
が
微
視
的
世
界

へ
と
向
け
ら
れ
始
め
て
い
た
。
そ
こ
で
、
原
子
の
実
在
性
や
構
造
が
重
要
な
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ

る
。
リ
ュ
ッ
カ
ー
の
講
演
に
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
背
景
が
あ
り
、
桜
井
も
ま
た
、
そ
れ
を
意
識
し
て
の
紹
介
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。　

こ
こ
で
も
う
一
度
、
寅
彦
に
宛
て
た
漱
石
の
手
紙
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
述
べ
た
よ
う
に
、
原
子
論
は
当
時
、
物
理
学

の
最
先
端
の
話
題
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
き
わ
め
て
専
門
的
な
内
容
に
関
す
る
記
事
に
わ
ざ
わ
ざ
目
を
留
め
、
さ
ら
に
そ
れ
が
大
い
に

面
白
い
な
ど
と
、
多
少
背
伸
び
し
た
と
も
と
れ
る
手
紙
を
漱
石
が
書
い
た
の
は
、
あ
る
程
度
の
予
備
知
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
つ
ま
り
、
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
桜
井
が
漱
石
と
菊
苗
の
仲
介
に
一
役
買
っ
た
と
す
れ
ば
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
桜
井
が
ロ
ソ
ド

ソ
に
来
て
い
る
こ
と
が
、
漱
石
と
菊
苗
の
度
重
な
る
語
ら
い
の
中
で
、
話
題
に
の
ぼ
っ
た
と
考
え
る
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か

ら
、
九
月
に
科
学
振
興
協
会
の
年
次
大
会
が
開
か
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
原
子
論
が
こ
れ
か
ら
は
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
る
こ
と
を
、
漱
石

は
菊
苗
か
ら
知
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
リ
ュ
ッ
カ
ー
の
原
子
論
を
鍵
に
、
漱
石
の
手
紙
と
桜
井
の
「
欧
米
巡
回
雑
記
」
の

間
を
つ
な
ぐ
と
、
以
上
の
よ
う
な
可
能
性
が
浮
ん
で
く
る
。
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お
わ
り
に

　
最
後
に
も
う
ひ
と
つ
漱
石
の
手
紙
を
紹
介
し
よ
う
。
九
月
二
十
二
日
、
妻
鏡
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
近
頃
は
、
文
学
書
は
嫌
に
な
り
候
。
科
学
上
の
書
物
を
読
み
居
候
。
当
地
に
て
材
料
を
集
め
、
帰
朝
後
一
巻
の
著
書
を
致
す
積
り

　
な
れ
ど
、
お
れ
の
事
だ
か
ら
あ
て
に
は
な
ら
な
い
。

　
寅
彦
宛
の
手
紙
同
様
、
こ
こ
か
ら
も
、
科
学
に
対
す
る
関
心
著
し
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
何
か
突
然
目
が
開
か
れ
た
と
い
っ
た
印

象
を
受
け
る
。

　
さ
て
、
年
が
明
け
た
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
一
月
十
九
日
、
桜
井
は
日
本
郵
船
の
阿
波
丸
で
、
ロ
ソ
ド
ソ
か
ら
帰
国
の
途
に
着

い
た
。
日
英
同
盟
条
約
成
立
（
一
刀
三
十
日
）
直
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
漱
石
は
一
人
下
宿
に
こ
も
り
、
聖
霊
の
手
紙
に
記
し

た
と
う
り
、
　
『
文
学
論
』
の
草
稿
を
練
り
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
表
願
　
桜
井
錠
二
の
足
取
り

　
　
　
　
　
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年

　
　
　
　
五
月
三
日
　
エ
ン
プ
レ
ス
・
オ
ブ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
号
に
て
、
横
浜
を
出
発
。
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五
月
十
五
日
　
早
朝
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
到
着
。
清
水
領
事
よ
り
領
事
館
に
お
い
て
昼
食
の
も
て
な
し
を
受
け
る
。
午
後
一
時
、

　
汽
車
で
バ
ン
ク
ー
バ
ー
を
出
発
。

五
月
二
十
日
　
夕
方
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
に
到
着
。

五
月
一
＝
日
　
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
を
出
発
、
イ
サ
カ
に
到
着
。

五
月
二
二
日
　
同
市
郊
外
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
を
参
観
、
化
学
教
室
主
任
パ
ン
ク
ロ
フ
ト
教
授
と
会
談
。
夜
、
汽
車
で
イ
サ
カ
を
出

　
発
。

五
月
二
三
日
　
朝
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
を
参
観
。

五
月
二
四
日
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
発
ち
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
到
着
。

五
月
二
五
日
　
ワ
シ
ン
ト
ン
の
国
立
国
会
図
書
館
を
見
学
。
ボ
ル
チ
モ
ア
に
立
ち
寄
っ
て
、
ジ
ョ
ソ
ズ
ホ
ブ
キ
γ
ス
大
学
を
参

　
観
。
夜
、
汽
車
で
ポ
ス
ト
γ
に
到
着
。

五
月
二
六
～
二
七
日
　
ボ
ス
ト
ン
近
郊
の
セ
ー
レ
ム
に
モ
ー
ス
（
元
東
京
大
学
教
授
、
大
森
貝
塚
の
発
見
者
）
を
訪
問
。
モ
ー
ス

　
の
案
内
で
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
博
物
館
を
見
学
。
そ
の
後
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
化
学
教
室
を
訪
問
、
主
任
教
授
リ
チ
ャ
ー
ド
の
案

　
内
で
実
験
施
設
を
見
学
。
ひ
き
つ
づ
き
マ
サ
チ
ュ
：
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
を
訪
問
。

五
月
二
八
日
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
帰
着
。
ト
リ
ブ
ラ
液
体
空
気
株
式
会
社
を
見
学
。

五
月
二
九
日
　
チ
ュ
ト
ニ
ッ
ク
号
に
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
出
発
。

六
月
六
日
　
早
朝
、
．
リ
バ
ブ
：
ル
に
到
着
、
列
車
で
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
。
公
使
館
を
訪
問
、
ケ
ル
ヴ
ィ
ン
（
イ
ギ
リ
ス
の
物
理
学

　
者
）
に
日
本
政
府
が
贈
る
勲
章
（
瑞
宝
一
等
）
を
、
林
董
公
使
に
届
け
る
。
韓
土
、
ケ
ル
ヴ
ィ
ソ
を
訪
問
。
さ
ら
に
、
ダ
イ
パ

　
：
ス
（
元
帝
国
大
学
化
学
教
授
）
を
訪
ね
る
。
公
使
館
気
付
の
手
紙
二
通
（
恩
師
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ソ
夫
人
の
手
紙
と
グ
ラ
ス
ゴ

　
：
大
学
よ
り
名
誉
法
学
博
士
授
与
の
通
知
）
を
受
け
取
る
。

六
月
七
日
　
ロ
ソ
ド
ソ
郊
外
ヘ
ー
ズ
ル
メ
ー
ヤ
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
夫
妻
を
訪
問
、
二
十
年
ぶ
り
の
再
会
。

六
月
十
日
　
ロ
ン
ド
ン
を
出
発
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
到
着
。
ダ
イ
ヤ
ー
（
元
工
部
大
学
校
都
営
）
宅
に
止
宿
。

六
月
十
二
日
　
こ
の
日
よ
り
十
五
日
ま
で
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
創
立
四
五
〇
周
年
記
念
祝
賀
式
が
開
催
。
午
前
十
時
半
よ
り
グ
ラ

　
ス
ゴ
ー
市
内
の
寺
院
に
て
記
念
祈
祷
式
。
午
後
二
時
半
よ
り
大
学
の
ビ
ュ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
大
学
総
裁
（
副
総
裁
ス
ト
ー
レ
博
士
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代
行
）
の
各
国
代
表
員
引
見
並
び
に
祝
文
進
呈
式
。
午
後
八
時
半
よ
り
ク
イ
ー
ン
・
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
校
に
お
い
て
夜
会
。
午
後

　
十
一
時
よ
り
大
学
倶
楽
部
で
の
学
生
唱
歌
会
に
そ
れ
ぞ
れ
出
席
。

六
月
十
三
日
　
午
前
十
時
よ
り
ビ
ュ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
お
け
る
ケ
ル
ヴ
ィ
ン
の
講
演
「
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ワ
ヅ
ト
伝
」
、
ス
マ
ー
ト
教

　
授
の
講
演
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
伝
」
に
出
席
、
次
い
で
名
誉
学
位
授
与
式
に
参
列
、
名
誉
法
学
博
士
の
学
位
を
受
け
る
。
午
後

　
三
時
よ
り
新
築
植
物
学
科
校
舎
落
成
式
。
午
後
四
時
よ
り
植
物
園
に
て
園
遊
会
。
午
後
九
時
半
よ
り
ビ
ュ
ー
ト
ホ
ー
ル
図
書
館

　
と
博
物
館
で
開
か
れ
た
夜
会
に
そ
れ
ぞ
れ
出
席
。

六
月
十
四
日
　
午
前
十
一
時
半
よ
り
ヤ
ン
グ
教
授
の
講
演
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ン
タ
（
解
剖
学
者
）
伝
」
、
次
い
で
音
楽
会
。
午

　
後
三
時
よ
り
茶
話
会
。
午
後
七
時
よ
り
市
庁
に
て
グ
ラ
ス
ゴ
ー
市
長
主
催
晩
餐
会
に
そ
れ
ぞ
れ
出
席
。

六
月
十
五
日
　
ク
ラ
イ
ド
海
峡
の
船
旅
に
参
加
。
祝
賀
式
終
了
。

六
月
十
六
～
十
九
日
　
グ
ラ
ス
ゴ
ー
を
発
ち
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
に
到
着
、
同
地
で
ノ
ッ
ト
（
元
理
科
大
学
物
理
学
教
授
）
を
訪
問
。

　
ノ
ッ
ト
の
案
内
で
、
大
学
、
工
業
学
校
を
見
学
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
を
発
ち
、
ダ
ン
ジ
ー
に
到
着
。
ユ
ニ
パ
シ
テ
ィ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ

　
化
学
教
授
ウ
ォ
ー
カ
を
訪
問
。

六
日
刀
二
十
日
　
ダ
ン
ジ
ー
を
発
ち
、
ロ
ン
ド
ン
に
帰
着
。
ロ
ソ
ド
ソ
化
学
ム
五
に
出
席
。

六
月
二
一
日
～
八
月
十
一
日
　
こ
の
期
間
ロ
ソ
ド
ソ
を
根
拠
地
と
し
て
行
動
。

　
●
万
国
理
学
文
書
目
録
編
纂
会
中
央
局
を
訪
問
、
旧
同
窓
の
局
長
モ
ー
レ
博
士
と
再
会
。
●
デ
ー
ヴ
ィ
ー
・
フ
ァ
ラ
デ
ー
研
究

　
所
を
訪
問
。
所
長
の
ス
コ
ッ
ト
博
士
、
池
田
菊
苗
の
案
内
で
、
同
研
究
所
を
見
学
。
●
池
田
菊
苗
と
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
へ
旅
行
。

　
同
地
の
新
大
学
に
総
長
で
旧
師
の
ロ
ッ
ジ
博
士
と
フ
ラ
ン
ク
ラ
ン
ド
教
授
を
訪
問
。
●
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
へ
行
き
、
オ
ー
ウ
ェ

　
ン
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
に
旧
友
デ
ィ
ク
ソ
ン
教
授
を
訪
問
。
●
カ
ー
ジ
フ
へ
旅
行
、
開
成
学
校
時
代
の
旧
師
ア
ト
キ
ソ
ソ
ン
と
再
会
。

八
月
十
二
日
～
九
月
初
旬
　
こ
の
期
間
、
大
陸
旅
行
。

　
●
ラ
イ
デ
ン
大
学
を
フ
ラ
ン
シ
モ
ン
教
授
の
案
内
で
見
学
。
●
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
、
コ
ー
ヘ
ソ
博
士
の
案
内
に
よ
り
大
学
、

　
博
物
館
な
ど
を
見
学
。
●
ハ
ン
ブ
ル
ク
か
ら
ノ
ル
ウ
ェ
ー
へ
出
発
（
八
月
二
十
日
）
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
約
一
週
間
滞
在
、
そ
の

　
間
に
、
ク
リ
ス
チ
ア
ン
サ
ソ
大
学
の
ゴ
ル
ド
シ
ュ
ミ
ッ
ト
教
授
を
訪
問
。
さ
ら
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
ア
レ
ニ
ウ
ス
（
一
九
〇

　
三
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
）
を
訪
ね
る
が
、
不
在
で
会
え
ず
。
●
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
を
訪
問
、
熱
化
学
の
ト
ム
ゼ
ン
と
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・ソドンの漱石と二人の化学者

　
会
談
。
●
ロ
ソ
ド
ソ
帰
着
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
へ
出
発
。

九
月
十
一
～
十
八
日
　
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
開
か
れ
た
英
国
科
学
振
興
協
会
年
会
に
出
席
。
同
着
会
長
リ
ュ
ッ
カ
ー
教
授
の
「
原
子

　
論
」
、
ラ
ム
ゼ
ー
教
授
（
ロ
ソ
ド
ソ
大
学
）
の
「
空
気
の
不
活
動
成
分
」
な
ど
の
講
演
を
聴
く
。
ま
た
、
化
学
部
会
長
フ
ラ
ン

　
ク
ラ
ン
ド
教
授
の
勧
め
に
よ
り
、
自
か
ら
も
「
化
学
教
育
上
の
意
見
＝
ご
と
題
す
る
講
演
を
行
な
う
。
一
方
、
会
期
中
に
、

　
ケ
ル
ヴ
ィ
ン
、
ト
ム
ソ
ン
（
電
子
の
発
見
者
、
一
九
〇
六
年
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
）
、
ク
ヴ
ィ
ン
ケ
（
ド
イ
ツ
の
物
理
学

　
者
）
な
ど
と
会
談
。

九
月
十
九
日
　
グ
ラ
ス
ゴ
ー
を
発
ち
、
ロ
ン
ド
ン
に
帰
着
。

九
月
二
十
日
～
十
月
初
旬
　
こ
の
期
間
、
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
、
新
旧
の
知
友
と
交
流
。
在
ロ
ソ
ド
ソ
日
本
人
会
に
出
席
（
公
使

　
館
、
領
事
館
、
海
軍
、
正
金
銀
行
、
高
田
商
会
、
郵
船
会
社
、
三
井
物
産
な
ど
か
ら
七
十
名
前
後
の
参
加
者
）
。

十
月
初
旬
～
十
二
月
下
旬
　
こ
の
期
間
、
二
回
目
の
大
陸
旅
行
。

　
●
パ
リ
に
約
二
週
間
滞
在
。
パ
リ
大
学
の
理
、
医
、
薬
学
な
ど
の
各
分
科
大
学
を
初
め
と
す
る
高
等
教
育
機
関
を
視
察
。
ア
カ

　
デ
ミ
ア
・
デ
・
シ
ア
ン
ス
の
集
会
に
出
席
。
ベ
ル
ト
ゥ
ロ
ー
教
授
を
訪
問
、
著
書
『
炭
化
水
素
』
を
贈
ら
れ
る
。
●
ジ
ジ
ョ

　
ン
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
各
大
学
を
歴
訪
し
て
ロ
ー
マ
に
到
着
（
十
月
一
二
日
）
。
翌
二
二
日
、
　
腰
刀
ッ
ツ
ァ
ロ

　
教
授
を
訪
問
。
ロ
ー
マ
の
後
、
ネ
！
プ
ル
ス
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
、
ボ
ロ
ー
ニ
ア
の
各
大
学
、
教
育
機
関
を
歴
訪
し
て
ウ
ィ
ー
ン

　
に
到
着
（
十
一
月
三
日
中
。
●
同
日
、
公
使
館
の
天
長
節
奉
祝
会
に
出
席
。
翌
四
日
、
渡
辺
子
爵
送
別
の
公
使
主
催
午
餐
会
に

　
お
い
て
、
地
質
学
者
ズ
ユ
ー
ス
博
士
と
会
談
。
さ
ら
に
ウ
ィ
ー
ン
に
二
、
三
日
滞
在
、
大
学
、
博
物
館
、
図
書
館
な
ど
を
見
学
、

　
ウ
ィ
ー
ン
の
後
、
プ
ラ
ハ
、
ド
レ
ス
デ
ン
の
大
学
を
訪
問
、
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
。
●
ベ
ル
リ
ン
滞
在
中
の
鳩
山
和
夫
夫
妻
、
伊

　
藤
博
文
、
村
岡
、
久
原
両
京
都
大
学
教
授
に
会
う
。
ラ
ソ
ド
ル
ト
（
ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授
）
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（
同
上
）
、
フ
ァ

　
ン
ト
ホ
フ
（
一
九
〇
一
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
）
な
ど
の
化
学
者
、
コ
ー
ル
ラ
ウ
シ
ュ
な
ど
の
物
理
学
者
と
交
流
。
大
学
、

　
工
業
学
校
の
実
験
室
を
視
察
。
●
ベ
ル
リ
ン
を
発
ち
、
ラ
イ
プ
チ
ヅ
ヒ
に
到
着
。
オ
ス
ト
ワ
ル
ド
（
池
田
菊
苗
の
ド
イ
ツ
留
学

　
中
の
指
導
教
授
、
一
九
〇
九
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
）
、
ヴ
ィ
ス
リ
ツ
ェ
ー
ヌ
ス
（
ラ
イ
プ
チ
ヅ
ヒ
大
学
化
学
教
授
）
、
ベ
ッ

　
ク
マ
ン
（
同
上
）
を
訪
問
。
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
の
後
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
ゲ
ヅ
チ
ソ
ゲ
ソ

　
の
各
大
学
を
歴
訪
、
ベ
ル
リ
ン
に
帰
着
（
十
二
月
初
旬
）
。
●
ベ
ル
リ
ン
で
、
ラ
ン
ド
ル
ト
教
授
七
〇
歳
誕
生
祝
賀
式
に
出
席
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（
十
一
月
五
日
）
、
同
日
タ
方
、
オ
ス
ト
ワ
ル
ド
教
授
と
と
も
に
ラ
ン
ド
ル
ト
邸
へ
招
待
さ
れ
る
。
翌
六
日
、
カ
イ
ザ
ー
ホ
ー

　
プ
に
お
け
る
ラ
ソ
ド
ル
ト
教
授
の
祝
宴
に
出
席
。
ま
た
、
十
日
に
は
学
生
に
よ
る
同
教
授
の
祝
賀
式
に
も
出
席
。
●
ド
イ
ツ
の

　
後
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
大
学
を
訪
問
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
直
前
、
再
び
ロ
ン
ド
ン
に
帰
着
。

十
二
月
下
旬
～
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
一
月
中
旬

　
こ
の
期
間
、
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
。
久
原
京
大
教
授
を
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
、
中
央
工
業
学
院
な
ど
へ
案
内
。
戸
ン

　
ド
γ
市
長
主
催
の
伊
藤
博
文
歓
迎
会
、
商
業
会
議
所
の
晩
餐
会
な
ど
に
出
席
。

一
月
十
九
日
　
日
本
郵
船
の
阿
波
丸
に
て
、
ロ
ン
ド
ン
を
出
発
。

三
月
五
日
　
神
戸
に
帰
着
。
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